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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性基体上に感光層を備える電子写真感光体であって、
　前記感光層が、電荷発生剤、電荷輸送剤およびバインダ樹脂を含有し、
　前記バインダ樹脂が、下記一般式（１）で示される繰返し単位を有するポリアリレート
樹脂であるとともに、前記電荷輸送剤が、下記一般式（ｈ１）または下記一般式（ｈ２）
で表される部位を有する、分子量が９００以上の正孔輸送剤を少なくとも含むことを特徴
とする、湿式現像用電子写真感光体。
【化１】

（一般式（１）中、Ｒ１およびＲ２は、互いに独立して、水素原子またはメチル基を示す
。Ａｒは、アルキル基を有することのあるアリーレン基を示す。）
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【化２】

（一般式（ｈ１）または一般式（ｈ２）中、Ｒｈ１、Ｒｈ２、Ｒｈ３、Ｒｈ４およびＲｈ

５は、互いに独立して、水素原子、アルキル基、アルケニル基、アリール基、またはアラ
ルキル基を示す。ａ～ｅは、互いに独立して、０～３の整数を示す。ａ～ｅが２または３
であるとき、同一のベンゼン環に置換する複数の置換基は、互いに異なる基であってもよ
い。また、ａ～ｅが２または３であるとき、ベンゼン環の隣接する炭素原子に置換する２
つのアルキル基またはアルケニル基は、互いに結合して、前記ベンゼン環とともに飽和ま
たは不飽和の炭化水素環を形成してもよい。）
【請求項２】
　前記ポリアリレート樹脂が、前記一般式（１）で示される、互いに構造が異なる２以上
の繰返し単位を有するものであり、かつ、前記繰返し単位中のＡｒに相当する、アルキル
基を有することのあるアリーレン基が、ポリアリレートの分子鎖が直線状となる位置関係
でカルボニル基と結合する基と、ポリアリレートの分子鎖に折れ曲がり部分を形成させる
位置関係でカルボニル基と結合する基と、を含むものであることを特徴とする、請求項１
に記載の湿式現像用電子写真感光体。
【請求項３】
　前記感光層が、単一の層からなる感光層であり、前記電荷輸送剤が、正孔輸送剤と電子
輸送剤とを含むものであることを特徴とする、請求項１または２に記載の湿式現像用電子
写真感光体。
【請求項４】
　前記感光層が、前記電荷発生剤を含有する電荷発生層および前記電荷輸送剤を含有する
電荷輸送層からなる積層型感光層であり、この積層型感光層が、前記導電性基体側から、
電荷発生層と電荷輸送層の順で形成されていることを特徴とする、請求項１または２に記
載の湿式現像用電子写真感光体。
【請求項５】
　前記電荷輸送剤が、分子量が６００以上の電子輸送剤を含むことを特徴とする、請求項
１～４のいずれかに記載の湿式現像用電子写真感光体。
【請求項６】
　前記電荷発生剤が、無金属フタロシアニン、チタニルフタロシアニン、ヒドロキシガリ
ウムフタロシアニンおよびクロロガリウムフタロシアニンからなる群より選ばれる少なく
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感光体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、炭化水素系溶剤についての耐溶剤性および湿式現像に使用した場合の耐久性
に優れた電子写真感光体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　静電式複写機、ファクシミリ、レーザビームプリンタなどの電子写真方式による画像形
成装置には、電子写真感光体として、導電性基体上に、電荷発生剤、電荷輸送剤、バイン
ダ樹脂などを含有する感光層を形成してなる有機感光体が広く用いられている。
　有機感光体を用いた画像形成装置の現像方法としては、粉体のトナー（乾式現像剤）を
使用する乾式現像法が一般的であるが、電気絶縁性の高い溶剤中に着色剤、ポリマー粒子
などを分散した湿式現像剤を使用して、感光体表面の静電潜像にトナー粒子を電気泳動さ
せることにより現像を行う湿式現像（液体現像）法も知られている。湿式現像剤のトナー
粒子は、これを形成するバインダ樹脂や帯電制御剤によって所定の電荷に帯電し、溶剤中
で安定に分散していることから、乾式現像剤に比べて、トナー粒子の粒径を小さくするこ
とができる。また、湿式現像によれば、乾式現像におけるリークなどの問題を生じること
がない。それゆえ、湿式現像は、乾式現像に比べて、より一層解像度が高く、高品位の画
像形成を実現することができる。
【０００３】
　しかし、湿式現像剤は、高い電気絶縁性が要求されることから、一般に、溶剤としてイ
ソパラフィン、ｎ－パラフィンなどのパラフィン系溶媒が多用されている。それゆえ、画
像形成を繰返し実行するなどして、感光体と湿式現像剤とが長時間にわたって接触したと
きには、感光層中の電荷輸送剤がパラフィン系溶媒中に溶出して、感光体の感度が経時的
に低下する問題が生じる。また、感光層を形成するバインダ樹脂がパラフィン系溶媒で膨
潤することにより、感光層に軟化、ひび割れなどが生じて劣化するという問題も生じる。
【０００４】
　一方、近年、主として、感光層の耐摩耗性の向上を目的として、バインダ樹脂に、下記
式（ｉ）で示される繰返し単位と下記一般式（ｉｉ）で示される繰返し単位とを有するポ
リカーボネート樹脂や、下記式（ｉ）で示される繰返し単位と下記式（ｉｉｉ）で示され
る繰返し単位とを有するポリカーボネート樹脂を使用すること、または、下記一般式（ｉ
ｖ）で示される繰返し単位を有するポリアリレート樹脂を使用することが提案されている
（特許文献１および２）。
【０００５】
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【化１】

【０００６】
【化２】

【０００７】
（一般式（ｉｉ）および一般式（ｉｉｉ）中、Ｒは、置換基を有していてもよいアルキル
基などを示す。ｍは０～４の整数を示す。一般式（ｉｖ）中、Ｒa～Ｒhは、水素原子、ア
ルキル基などを示す。Ｚ1およびＺ2は、独立して、水素原子、アルキル基、アリール基な
どを示す。）
【特許文献１】特開２００１－２１５７３９号公報
【特許文献２】特開平２－１３２４５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、本発明者による検討の結果、後述する比較例に示すように、上記特許文
献１に記載のポリカーボネート樹脂を使用して感光層を形成した場合であっても、炭化水
素系溶剤中への電荷輸送剤の溶出量が多くなり（すなわち、炭化水素系溶剤についての耐
溶剤性が低く）、湿式現像に使用した場合の電子写真感光体の耐久性が乏しくなるという
問題が発生する。
【０００９】
　また、感光層を形成するバインダ樹脂として、ポリアリレート樹脂を使用した場合であ
っても、上記特許文献２に記載のポリアリレート樹脂のうち、上記一般式（ｉｖ）で示さ
れる繰返し単位におけるビスフェノール部分の構造が、特許文献２に具体的に開示されて
いるものである場合には、依然として、炭化水素系溶剤についての耐溶剤性が低く、湿式
現像に使用した場合の耐久性を十分に向上させることができない。
【００１０】
　そこで、本発明の目的は、上記の課題を解決し、湿式現像にて使用した場合においても
、電荷輸送剤の溶出や感光層の膨潤、劣化を抑制することのできる電子写真感光体を提供
することである。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明は、
（１）　導電性基体上に感光層を備える電子写真感光体であって、
前記感光層が、電荷発生剤、電荷輸送剤およびバインダ樹脂を含有し、
前記バインダ樹脂が、下記一般式（１）で示される繰返し単位を有するポリアリレート樹
脂であるとともに、前記電荷輸送剤が、下記一般式（ｈ１）または下記一般式（ｈ２）で
表される部位を有する、分子量が９００以上の正孔輸送剤を少なくとも含むことを特徴と
する、湿式現像用電子写真感光体、
【００１２】
【化３】

【００１３】
（一般式（１）中、Ｒ1およびＲ2は、互いに独立して、水素原子またはメチル基を示す。
Ａｒは、アルキル基を有することのあるアリーレン基を示す。）
【００１４】

【化４】

【００１５】
（一般式（ｈ１）または一般式（ｈ２）中、Ｒｈ１、Ｒｈ２、Ｒｈ３、Ｒｈ４およびＲｈ

５は、互いに独立して、水素原子、アルキル基、アルケニル基、アリール基、またはアラ
ルキル基を示す。ａ～ｅは、互いに独立して、０～３の整数を示す。ａ～ｅが２または３
であるとき、同一のベンゼン環に置換する複数の置換基は、互いに異なる基であってもよ
い。また、ａ～ｅが２または３であるとき、ベンゼン環の隣接する炭素原子に置換する２
つのアルキル基またはアルケニル基は、互いに結合して、前記ベンゼン環とともに飽和ま
たは不飽和の炭化水素環を形成してもよい。）
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（２）　前記ポリアリレート樹脂が、前記一般式（１）で示される、互いに構造が異なる
２以上の繰返し単位を有するものであり、かつ、前記繰返し単位中のＡｒに相当する、ア
ルキル基を有することのあるアリーレン基が、ポリアリレートの分子鎖が直線状となる位
置関係でカルボニル基と結合する基と、ポリアリレートの分子鎖に折れ曲がり部分を形成
させる位置関係でカルボニル基と結合する基と、を含むものであることを特徴とする、前
記（１）に記載の湿式現像用電子写真感光体、
（３）　前記感光層が、単一の層からなる感光層であり、前記電荷輸送剤が、正孔輸送剤
と電子輸送剤とを含むものであることを特徴とする、前記（１）または（２）に記載の湿
式現像用電子写真感光体、
（４）　前記感光層が、前記電荷発生剤を含有する電荷発生層および前記電荷輸送剤を含
有する電荷輸送層からなる積層型感光層であり、この積層型感光層が、前記導電性基体側
から、電荷発生層と電荷輸送層の順で形成されていることを特徴とする、前記（１）また
は（２）に記載の湿式現像用電子写真感光体、
（５）　前記電荷輸送剤が、分子量が６００以上の電子輸送剤を含むことを特徴とする、
前記（１）～（４）のいずれかに記載の湿式現像用電子写真感光体、
（６）　前記電荷発生剤が、無金属フタロシアニン、チタニルフタロシアニン、ヒドロキ
シガリウムフタロシアニンおよびクロロガリウムフタロシアニンからなる群より選ばれる
少なくとも１種であることを特徴とする、前記（１）～（５）のいずれかに記載の湿式現
像用電子写真感光体、
を提供するものである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の湿式現像用電子写真感光体によれば、炭化水素系溶剤を含む湿式現像剤を用い
て、湿式現像法によって繰返し画像形成処理を実行した場合であっても、感光層から電荷
輸送剤が溶出したり、感光層が膨潤したりすることを抑制することができる。また、湿式
現像によって、繰返し画像形成処理を実行した後においても、感光層に軟化、ひび割れな
どの劣化が生じることを抑制することができる。
【００１７】
　本発明の湿式現像用電子写真感光体は、炭化水素系溶剤についての耐溶剤性および湿式
現像に使用した場合の耐久性に優れており、それゆえ、湿式現像用の電子写真感光体とし
て好適である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明の湿式現像用電子写真感光体は、導電性基体上に感光層を備えており、この感光
層が、電荷発生剤、電荷輸送剤およびバインダ樹脂を含有し、さらに、上記バインダ樹脂
が、上記一般式（１）で示される繰返し単位を有するポリアリレート樹脂であるとともに
、前記電荷輸送剤が、上記一般式（ｈ１）または上記一般式（ｈ２）で表される部位を有
する、分子量が９００以上の正孔輸送剤を少なくとも含むことを特徴としている。
　本発明の湿式現像用電子写真感光体において、上記ポリアリレート樹脂は、上記一般式
（１）で示される繰返し単位を１種のみ有していてもよく、２種以上有していてもよい。
【００１９】
　上記一般式（１）で示される繰返し単位において、Ｒ1およびＲ2は、互いに独立して、
水素原子またはメチル基を示す。Ｒ1およびＲ2は、好ましくは、両方とも水素原子である
。
　上記一般式（１）で示される繰返し単位において、Ａｒは、アルキル基を有することの
あるアリーレン基を示す。
【００２０】
　アルキル基を有することのあるアリーレン基のアリーレン基としては、例えば、フェニ
レン、ビフェニレン、ナフチレン、アントリレン、フェナントリレンなどが挙げられる。
なかでも、好ましくは、フェニレンおよびビフェニレンが挙げられる。
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　上記アリーレン基に置換するアルキル基としては、例えば、メチル、エチル、ｎ－プロ
ピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチルなどの、炭素数
１～４のアルキル基が挙げられる。
【００２１】
　上記一般式（１）のＡｒ（アルキル基を有することのあるアリーレン基）には、２つの
カルボニル基が結合している。上記一般式（１）のＡｒについては、好ましくは、例えば
、ｐ－フェニレン、４，４’－ビフェニレン、３，５’－ビフェニレン、２，６’－ビフ
ェニレン、１，４－ナフチレン、１，５－ナフチレン、２，６－ナフチレン、２，７－フ
ェナントリレンなどのように、ポリアリレートの分子鎖が直線状となる位置関係でカルボ
ニル基と結合する基（以下、「直線性基」ということがある。）と、例えば、ｍ－フェニ
レン、ｏ－フェニレン、３，３’－ビフェニレン、３，４’－ビフェニレン、２，５－ナ
フチレン、２，７－ナフチレン、２，８－ナフチレン、１，８－フェナントリレン、３，
６－フェナントリレンなどのように、ポリアリレートの分子鎖に折れ曲がり部分を形成さ
せる位置関係でカルボニル基と結合する基（以下、「屈曲性基」ということがある。）と
の、両方を含むことが好ましい。
【００２２】
　例えば、Ａｒがフェニレンである場合には、ｐ－フェニレンと、ｍ－フェニレンまたは
ｏ－フェニレンとの、両方を含むことが好ましい。Ａｒがビフェニレンである場合には、
４，４’－ビフェニレンまたは３，５’－ビフェニレンと、３，３’－ビフェニレン、３
，４’－ビフェニレンなどとの、両方を含むことが好ましい。また、例えば、上記一般式
（１）のＡｒがｍ－フェニレンである繰返し単位と、Ａｒが４，４’－ビフェニレンであ
る繰返し単位とを有していてもよく、上記一般式（１）のＡｒがｐ－フェニレンである繰
返し単位と、Ａｒが３，３’－ビフェニレンである繰返し単位とを有していてもよい。
【００２３】
　なお、上記一般式（１）のＡｒが、例えば、ｐ－フェニレン、４，４’－ビフェニレン
、３，５’－ビフェニレン、１，４－ナフチレン、１，５－ナフチレン、２，６－ナフチ
レン、２，７－フェナントリレンなどのように、ポリアリレートの分子鎖が直線状となる
位置関係でカルボニル基と結合する基（直線性基）のみである場合には、ポリアリレート
樹脂が結晶化し易くなって、溶剤への溶解性が低下するおそれがある。逆に、上記一般式
（１）のＡｒが、例えば、ｍ－フェニレン、ｏ－フェニレン、３，３’－ビフェニレン、
３，４’－ビフェニレン、２，５－ナフチレン、２，７－ナフチレン、２，８－ナフチレ
ン、１，８－フェナントリレン、３，６－フェナントリレンなどのように、ポリアリレー
トの分子鎖に折れ曲がり部分を形成させる位置関係でカルボニル基と結合する基（屈曲性
基）のみである場合には、ポリアリレート樹脂が凝集し易くなって、溶剤への溶解性が低
下するおそれがある。これに対し、上記一般式（１）のＡｒとして、上記直線性基と上記
屈曲性基との両方を有する場合には、ポリアリレート樹脂の結晶化や凝集を防止して、溶
剤への溶解性を向上させることができる。
【００２４】
　ポリアリレート樹脂中での、上記直線性基Ｓと上記屈曲性基Ｆとの含有比率（Ｓ：Ｆ）
は、特に限定されないが、好ましくは、１０：９０～９０：１０（モル比）であり、より
好ましくは、２０：８０～８０：２０（モル比）である。
　本発明の湿式現像用電子写真感光体においては、バインダ樹脂として、上記繰返し単位
（１）を有するポリアリレート樹脂とともに、他のポリアリレート樹脂や、ポリカーボネ
ート樹脂などの他の樹脂を混合して使用してもよい。
【００２５】
　上記他の樹脂としては、上記繰返し単位（１）を有するポリアリレート樹脂との相溶性
に優れたものであること以外は、特に限定されるものではなく、例えば、ビスフェノール
Ａ型、ビスフェノールＦ型、ビスフェノールＡＤ型、ビスフェノールＺ型、ビスフェノー
ルＡ型、ビスフェノールＣ型、ビスフェノールＺＣ型などのビスフェノールからなるポリ
カーボネート樹脂；ポリエステル樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリメタクリル酸エステル樹
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脂、ポリアクリル酸エステル樹脂などが挙げられる。
【００２６】
　上記他のポリアリレート樹脂や、上記他の樹脂の含有割合は、本発明の作用効果を損な
うことがない範囲で、適宜設定される。上記他のポリアリレート樹脂や、上記他の樹脂の
含有割合は、バインダ樹脂全体に対して、好ましくは、８０重量％以下であり、より好ま
しくは、５０重量％以下である。
　なお、本発明の湿式現像用電子写真感光体が、後述する積層型感光体である場合には、
最外層を形成するバインダ樹脂として、上記繰返し単位（１）を有するポリアリレート樹
脂を使用すればよく、最外層ではない方の層については、バインダ樹脂として、上記繰返
し単位（１）を有するポリアリレート樹脂を使用することに限定されるものではない。
【００２７】
　本発明の湿式現像用電子写真感光体において、導電性基体としては、基体自体が導電性
を有するか、または、基体の表面が導電性を有する、種々の材料が挙げられる。具体的に
は、例えば、鉄、アルミニウム、銅、スズ、白金、銀、バナジウム、モリブデン、クロム
、カドミウム、チタン、ニッケル、パラジウム、インジウム、ステンレス鋼、真鍮などの
金属単体；上記の金属が蒸着またはラミネートされたプラスチック材料；ヨウ化アルミニ
ウム、酸化スズ、酸化インジウムなどで被覆されたガラス；カーボンブラックなどの導電
性微粒子を分散した樹脂基体などが挙げられる。導電性基体の形状は、本発明の湿式現像
用電子写真感光体を使用する画像形成装置の構造に応じて、シート状、ドラム状などの種
々の形状を採用することができる。
【００２８】
　本発明の湿式現像用電子写真感光体において、感光層の層構成は、同一の層内に電荷発
生剤と電荷輸送剤とを含有する単層型感光層、および、電荷発生剤を含有する層（電荷発
生層）と電荷輸送剤を含有する層（電荷輸送層）とが分離した積層型感光層のいずれであ
ってもよい。
　本発明の湿式現像用電子写真感光体において、電荷発生剤としては、例えば、無金属フ
タロシアニン、チタニルフタロシアニン（ＴｉＯＰｃ）、ヒドロキシガリウムフタロシア
ニン、クロロガリウムフタロシアニンなどのフタロシアニン系顔料；ジスアゾ顔料、ジス
アゾ縮合顔料、モノアゾ顔料、ペリレン系顔料、ジチオケトピロロピロール顔料、無金属
ナフタロシアニン顔料、金属ナフタロシアニン顔料、スクアライン顔料、トリスアゾ顔料
、インジゴ顔料、アズレニウム顔料、シアニン顔料、ピリリウム塩、アンサンスロン系顔
料、トリフェニルメタン系顔料、スレン系顔料、トルイジン系顔料、ピラゾリン系顔料、
キナクリドン系顔料などが挙げられる。電荷発生剤は、画像形成装置の露光光源の波長に
応じて、適宜選択すればよい。上記例示の電荷発生剤は、単独で使用してもよく、２種以
上を混合して使用してもよい。
【００２９】
　レーザビームプリンタなどのデジタル光学系の画像形成装置は、一般に、露光光源とし
て半導体レーザ（ＬＤ）や発光ダイオード（ＬＥＤ）を使用しており、その波長は６８０
～８３０ｎｍ前後（近赤外領域）が主流である。従って、本発明の湿式現像用電子写真感
光体をデジタル光学系の画像形成装置に使用する場合には、電荷発生剤として、好ましく
は、近赤外領域での感度に優れた無金属フタロシアニン、チタニルフタロシアニン、ヒド
ロキシガリウムフタロシアニン、クロロガリウムフタロシアニンなどのフタロシアニン系
顔料が挙げられる。
【００３０】
　上記フタロシアニン系顔料の結晶形は、特に限定されないが、例えば、無金属フタロシ
アニンは、Ｘ型またはτ型であることが好ましい。チタニルフタロシアニンは、α型（Ｘ
線回折スペクトルにおいて、ブラッグ角（２θ±０．２°）７．６°および２８．６°に
主たる回折ピークを有するもの）、または、Ｙ型（ブラッグ角（２θ±０．２°）２７．
２°に主たる回折ピークを有するもの）であることが好ましい。ヒドロキシガリウムフタ
ロシアニンは、Ｖ型であることが好ましく、クロロガリウムフタロシアニンはＩＩ型であ
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ることが好ましい。
【００３１】
　露光光源としてハロゲンランプなどの白色光源を使用するアナログ光学系の画像形成装
置で、本発明の湿式現像用電子写真感光体を使用する場合には、電荷発生剤として、好ま
しくは、可視領域に感度を有するペリレン系顔料、ビスアゾ系顔料などが挙げられる。
　本発明の湿式現像用電子写真感光体において、電荷輸送剤としては、先に説明したよう
に一般式（ｈ１）または一般式（ｈ２）で表される部位を有する、分子量が９００以上の
正孔輸送剤を少なくとも含む他は特に限定されるものではなく、それ以外の他の、種々の
正孔輸送剤や電子輸送剤から適宜選択して、上記正孔輸送剤と組み合わせて用いることが
できる。
【００３２】
　正孔輸送剤としては、例えば、置換基を有することのある芳香族炭化水素に、置換基を
有することのあるジアリールアミノ基を１、２または３個置換してなる化合物（具体的に
は、例えば、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラフェニルベンジジン系化合物、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，
Ｎ’－テトラフェニルフェニレンジアミン系化合物、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラフェニ
ルナフチレンジアミン系化合物、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラフェニルフェナントリレン
ジアミン系化合物、例えば、９－（４－ジエチルアミノスチリル）アントラセンなどのス
チリル系化合物など。）；２，５－ジ（４－メチルアミノフェニル）－１，３，４－オキ
サジアゾールなどのオキサジアゾール系化合物；ポリビニルカルバゾールなどのカルバゾ
ール系化合物；１－フェニル－３－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）ピラゾリンなどのピ
ラゾリン系化合物；有機ポリシラン化合物、ヒドラゾン系化合物、インドール系化合物、
オキサゾール系化合物、イソオキサゾール系化合物、チアゾール系化合物、チアジアゾー
ル系化合物、イミダゾール系化合物、ピラゾール系化合物、トリアゾール系化合物などが
挙げられる。
【００３３】
　上記の「置換基を有することのある芳香族炭化水素に、置換基を有することのあるジア
リールアミノ基を１、２または３個置換してなる化合物」において、置換基を有すること
のある芳香族炭化水素の芳香族炭化水素としては、例えば、ベンゼン、ナフタレン、フェ
ナントレン、アントラセン、ビフェニル、ｏ－，ｍ－，ｐ－ターフェニル、ビナフタレン
、スチルベン、スチリルスチルベンなどが挙げられる。
【００３４】
　また、置換基を有することのある芳香族炭化水素の置換基としては、例えば、アルキル
基、シクロアルキル基、アルケニル基、アリール基、アラルキル基、アリールアルケニル
基などが挙げられる。アルキル基としては、例えば、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イ
ソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｎ－ペンチ
ル、イソペンチル、ネオペンチル、ｓｅｃ－ペンチル、２－メチルペンチル、ｔｅｒｔ－
ペンチル、ｎ－ヘキシル、イソヘキシルなどの、炭素数１～６のアルキル基が挙げられる
。シクロアルキル基としては、例えば、シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル
、シクロヘキシル、シクロヘプチル、シクロオクチルなどの、炭素数３～８のシクロアル
キル基が挙げられる。アルケニル基としては、例えば、ビニル、１－プロペニル、アリル
、イソプロペニル、２－ブテニル、１，３－ブタジエニル、１－ペンテニル、２－ヘキセ
ニルなどの、炭素数が１～６のアルケニル基が挙げられる。アリール基としては、例えば
、フェニル、ｏ、ｍまたはｐ－トリル、２，３－、２，４－、２，５－、３，４－または
３，５－キシリル、ｏ、ｍまたはｐ－クメニル、メシチル、ナフチル、ビフェニルなどの
、炭素数６～１８のアリール基が挙げられる。アラルキル基としては、例えば、ベンジル
、１－フェニルエチル、フェネチル、１－フェニルプロピル、ベンズヒドリル、ｏ、ｍま
たはｐ－メチルベンジル、２，３－、２，４－、２，５－、３，４－または３，５－ジメ
チルベンジルなどの、炭素数７～１８のアラルキル基が挙げられる。アリールアルケニル
基としては、例えば、スチリル、シンナミルなどの、炭素数が８～１２のアリールアルケ
ニル基が挙げられる。
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【００３５】
　また、上記の「置換基を有することのある芳香族炭化水素に、置換基を有することのあ
るジアリールアミノ基を１、２または３個置換してなる化合物」において、置換基を有す
ることのあるジアリールアミノ基のジアリールアミノ基としては、例えば、ジフェニルア
ミノ、ジナフチルアミノ、ジベンジルアミノ、ジスチリルアミノなどが挙げられる。
　また、置換基を有することのあるジアリールアミノ基の置換基としては、例えば、アル
キル基、シクロアルキル基、アルケニル基、アリール基、アラルキル基、アリールアルケ
ニル基などが挙げられる。これらの基は、上記例示の基と同様のものが挙げられる。
【００３６】
　本発明の湿式現像用電子写真感光体において、正孔輸送剤として、少なくとも上記一般
式（ｈ１）または上記一般式（ｈ２）で示される部位を有する、分子量が９００以上の化
合物を用いることによって、後述する実施例の結果より明らかなように、炭化水素系溶剤
を含む湿式現像剤を用いて繰返し画像形成処理を実行した場合に、正孔輸送剤の溶出量を
より一層抑制することができる。
【００３７】
　電子輸送剤としては、例えば、ベンゾキノン系化合物、ナフトキノン系化合物、アント
ラキノン系化合物、ジフェノキノン系化合物、ジナフトキノン系化合物、ナフタレンテト
ラカルボン酸ジイミド系化合物、フルオレノン系化合物、マロノニトリル系化合物、チオ
ピラン系化合物、トリニトロチオキサントン系化合物、ジニトロアントラセン系化合物、
ジニトロアクリジン系化合物、ニトロアントアラキノン系化合物、ジニトロアントラキノ
ン系化合物などが挙げられる。
【００３８】
　本発明の湿式現像用電子写真感光体に用いられる電子輸送剤は、上記例示のものの中で
も特に、分子量が６００以上の化合物であることが好ましい。このような電子輸送剤を用
いることによって、後述する実施例の結果より明らかなように、炭化水素系溶剤を含む湿
式現像剤を用いて繰返し画像形成処理を実行した場合に、電子輸送剤および正孔輸送剤の
溶出量をより一層抑制することができる。
【００３９】
　本発明の湿式現像用電子写真感光体が、単層型感光層を有する、いわゆる単層型感光体
である場合において、その感光層は、例えば、上記電荷発生剤、上記電荷輸送剤、および
、上記一般式（１）で示される繰返し単位を有するポリアリレート樹脂（バインダ樹脂）
を、必要に応じて、後述する他の成分とともに、後述する分散媒に分散または溶解させて
、こうして得られた感光層形成用塗布液を導電性基体上に塗布し、乾燥させることによっ
て製造することができる。なお、上記感光層は、導電基体上に、直接に形成してもよく、
下引き層（バリア層）を介して形成してもよい。また、感光体の表面には保護層を形成し
てもよい。
【００４０】
　感光層形成用塗布液を作製するための分散媒としては、例えば、メタノール、エタノー
ル、イソプロパノール、ブタノールなどのアルコール類；ｎ－ヘキサン、オクタン、シク
ロヘキサンなどの脂肪族系炭化水素類；ベンゼン、トルエン、キシレンなどの芳香族系炭
化水素類；ジクロロメタン、ジクロロエタン、クロロホルム、四塩化炭素、クロロベンゼ
ンなどのハロゲン化炭化水素類；ジメチルエーテル、ジエチルエーテル、テトラヒドロフ
ラン、エチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールジメチルエーテルな
どのエーテル類；アセトン、メチルエチルケトン、シクロヘキサノンなどのケトン類；酢
酸エチル、酢酸メチルなどのエステル類；ジメチルホルムアルデヒド、ジメチルホルムア
ミド、ジメチルスルホキシドが挙げられる。これらの分散媒は、単独で使用してもよく、
２種以上を混合して使用してもよい。
【００４１】
　他の成分としては、例えば、分散剤、増感剤；酸化防止剤、ラジカル捕捉剤、一重項ク
エンチャー、紫外線吸収剤などの劣化防止剤；軟化剤、可塑剤、表面改質剤、増量剤、増
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粘剤、分散安定剤、ワックス、アクセプター、ドナー；電荷輸送剤や電荷発生剤の分散性
、感光層表面の平滑性などを改善させるための界面活性剤、レベリング剤などが挙げられ
る。上記分散剤としては、例えば、バインダ樹脂中での電荷発生剤の分散性を向上させる
ための分散剤が挙げられ、このような分散剤としては、例えば、ジスアゾイエロー、ジア
ニシジンオレンジ、ピラゾロンオレンジ、ピラゾロンレッドなどのアゾ系顔料が挙げられ
る。上記増感剤としては、例えば、テルフェニル、ハロナフトキノン類、アセナフチレン
などが挙げられる。
【００４２】
　上記感光層形成用塗布液は、例えば、電荷発生剤、電荷輸送剤、バインダ樹脂などを、
分散媒とともに、ロールミル、ボールミル、アトライタ、ペイントシェーカー、超音波分
散機などを用いて分散混合することによって、調製することができる。
　単層型感光層の厚さは、特に限定されないが、好ましくは、５～１００μｍであり、よ
り好ましくは、１０～５０μｍである。
【００４３】
　単層型感光層において、電荷発生剤の含有割合は、特に限定されないが、バインダ樹脂
１００重量部に対して、好ましくは、０．１～５０重量部、より好ましくは、０．５～３
０重量部である。正孔輸送剤の含有割合は、特に限定されないが、バインダ樹脂１００重
量部に対して、好ましくは、１０～２００重量部、より好ましくは、２０～１００重量部
である。電子輸送剤の含有割合は、特に限定されないが、バインダ樹脂１００重量部に対
して、好ましくは、５～１００重量部、より好ましくは、１０～８０重量部である。正孔
輸送剤と電子輸送剤とを併用する場合において、正孔輸送剤と電子輸送剤との総量は、特
に限定されないが、バインダ樹脂１００重量部に対して、好ましくは、２０～３００重量
部、より好ましくは、３０～２００重量部である。
【００４４】
　本発明の湿式現像用電子写真感光体が、積層型感光層を有する、いわゆる積層型感光体
である場合において、その感光層は、例えば、まず、導電性基体上に電荷発生層を形成し
た上で、この電荷発生層の表面に電荷輸送層を形成することにより、製造することができ
る。
　電荷発生層は、例えば、上記電荷発生剤およびバインダ樹脂を、必要に応じて、電荷輸
送剤や上記の他の成分とともに、上記分散媒に分散または溶解させて、こうして得られた
電荷発生層形成用塗布液を導電性基体上に塗布し、乾燥させることによって作製すること
ができる。電荷輸送層は、例えば、上記電荷輸送剤、および、上記一般式（１）で示され
る繰返し単位を有するポリアリレート樹脂（バインダ樹脂）を、必要に応じて、上記の他
の成分とともに、上記分散媒に分散または溶解させて、こうして得られた電荷輸送層形成
用塗布液を上記電荷発生層上に塗布し、乾燥させることによって作製することができる。
【００４５】
　電荷発生層と電荷輸送層の積層順序は、上記の場合と逆の順序であってもよいが、一般
に、電荷発生層はその膜厚が薄く、強度が十分ではないことから、上記のとおりの積層順
序とするのが好ましい。上記電荷発生層および電荷輸送層のうち、導電性基体側に形成さ
れる層は、導電基体上に、直接に形成してもよく、下引き層を介して形成してもよい。ま
た、上記電荷発生層および電荷輸送層のうち、感光体の外表面側に形成される層の表面に
は、保護層を形成してもよい。
【００４６】
　上記電荷発生層形成用塗布液および電荷輸送層形成用塗布液における分散媒としては、
上記したものと同様のものが挙げられる。
　上記電荷発生層形成用塗布液および電荷輸送層形成用塗布液は、例えば、電荷発生剤、
電荷輸送剤、バインダ樹脂などの所定の成分を、分散媒とともに、ロールミル、ボールミ
ル、アトライタ、ペイントシェーカー、超音波分散機などを用いて分散混合することによ
って、調製することができる。
【００４７】
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　積層型感光層の厚さは、特に限定されないが、電荷発生層が、好ましくは、０．０１～
５μｍ、より好ましくは、０．１～３μｍであり、電荷輸送層が、好ましくは、２～１０
０μｍ、より好ましくは、５～５０μｍである。
　積層型感光層の電荷発生層において、電荷発生剤の含有割合は、特に限定されないが、
バインダ樹脂１００重量部に対して、好ましくは、５～１０００重量部であり、より好ま
しくは、３０～５００重量部である。また、積層型感光層の電荷輸送層において、電荷輸
送剤（正孔輸送剤または電子輸送剤）の含有割合は、特に限定されないが、好ましくは、
１０～５００重量部、より好ましくは、２５～２００重量部である。
【００４８】
　本発明の電子写真感光体は、静電式複写機、ファクシミリ、レーザビームプリンタなど
の画像形成装置において、とりわけ、パラフィン系溶媒を使用した湿式現像剤を用いて、
湿式現像法により画像形成を実行する画像形成装置において、好適である。
【実施例】
【００４９】
　次に、本発明を実施例および比較例に基づいてより詳細に説明するが、本発明は下記の
実施例によって限定されるものではない。
　＜ポリアリレート樹脂の合成＞
　参考例１
　１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）エタン４２．９ｇ（０．２０モル）、ｔ－ブ
チルフェノール１．５ｇ（０．０１０モル）、水酸化ナトリウム１６．０ｇ（０．４０モ
ル）、および水１．１リットルを配合して、アルカリ性水溶液を調製し、さらに、重合触
媒としてのトリメチルベンジルアンモニウムクロライドを添加した。上記重合触媒の添加
量は、１，１－ビル（４－ヒドロキシフェニル）エタンに対して０．５モル％となるよう
に調節し、重合触媒の添加後には、アルカリ性水溶液を激しく撹拌した。一方、塩化テレ
フタロイル２０．２ｇ（０．１０モル）および塩化イソフタロイル２０．２ｇ（０．１０
モル）をジクロロメタン０．７５リットルに溶解して、ジクロロメタン溶液を調製した。
【００５０】
　次いで、上記撹拌下のアルカリ性水溶液に、上記ジクロロメタン溶液を添加して、重合
反応を開始させた。重合反応は、撹拌下にて３時間実施し、重合反応中の反応液の温度は
２０℃となるように調節した。上記ジクロロメタン溶液の添加から３時間経過した後、反
応液中に酢酸を添加することにより、重合反応を終了させて、反応液を水で洗浄した。洗
浄は、分液後の水層が中性になるまで繰り返した。
【００５１】
　次に、水洗後の反応液から分液によって取り出した有機層を、撹拌下のメタノール中に
ゆっくりと添加して、沈殿物を炉別、乾燥することにより、ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓ
ｉｎ－１）６０ｇを得た。
　上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－１）は、上記一般式（１）で示される繰返し単
位を有するポリアリレートであって、具体的には、下記式（ＲＵ－１ａ）で示される繰返
し単位と、下記式（ＲＵ－１ｂ）で示される繰返し単位とを、５０：５０のモル比で含有
するものである。
【００５２】
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【化５】

【００５３】
　上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－１）の粘度平均分子量Ｍｖは５００００であっ
た。
　ポリアリレート樹脂の粘度平均分子量Ｍｖは、ビスフェノールＡ型ポリカーボネート樹
脂を標準物質とする換算値として、粘度法により算出した。標準物質の粘度平均分子量Ｍ
ｖは、まず、標準物質の固有粘度［η］（２０℃、溶媒：塩化メチレン）を算出し、次い
で、下記に示すＳｃｈｎｅｌｌの式に基づいて算出した。なお、固有粘度を算出するにあ
たって、希薄溶液の粘度は、オストワルド粘度計で測定した。
［η］＝１．２３×１０-4Ｍｖ0.83

　参考例２
　塩化テレフタロイルと塩化イソフタロイルとの組み合わせに代えて、４，４’－ビフェ
ニルジカルボニルジクロリド２７．８ｇ（０．１０モル）と塩化イソフタロイル２０．２
ｇ（０．１０モル）との組み合わせを使用したこと以外は、参考例１と同様にして、ジク
ロロメタン溶液を調製した。また、参考例１で使用したのと同じアルカリ性水溶液と、上
記ジクロロメタン溶液とを使用したこと以外は、参考例１と同様にして重合反応を実施し
て、ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－２）６１ｇを得た。
【００５４】
　上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－２）は、上記一般式（１）で示される繰返し単
位を有するポリアリレートであって、具体的には、下記式（ＲＵ－２ａ）で示される繰返
し単位と、下記式（ＲＵ－１ｂ）で示される繰返し単位とを、５０：５０のモル比で含有
するものである。
【００５５】
【化６】

【００５６】
　上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－２）の粘度平均分子量Ｍｖは５０２００であっ
た。
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　＜電子写真感光体の製造＞
　実施例１
　電荷発生剤として下記式（ＣＧＭ－１）で示されるＸ型無金属フタロシアニンを４重量
部、正孔輸送剤として下記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチルベンアミン系化合物を４０
重量部、電子輸送剤として下記式（ＥＴＭ－１）で示されるナフトキノン系化合物を５０
重量部、バインダ樹脂として、上記参考例１で得られたポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ
－１）を１００重量部、レベリング剤としてジメチルシリコーンオイル（信越化学工業（
株）製の品番「ＫＦ－９６－５０ＣＳ」）を０．１重量部、および、溶媒としてテトラヒ
ドロフランを７５０重量部配合して、超音波分散機で５０時間混合、分散することにより
、単層型感光層用の塗布液を調製した。
【００５７】
【化７】

【００５８】
【化８】

【００５９】
【化９】

【００６０】
　上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチルベンアミン系化合物（Ｃ80Ｈ64Ｎ2）の分子量
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は１０５７．４５であり、上記式（ＥＴＭ－１）で示されるナフトキノン系化合物（Ｃ39

Ｈ28Ｏ8）の分子量は６２４．６５である。
　次いで、上記塗布液を、表面に鏡面切削加工が施されたアルマイト鋼製の管（直径３０
ｍｍ、長さ２５４ｍｍ）の表面に塗布して、１４０℃で２０分間熱風乾燥することにより
、膜厚２０μｍの単層型感光層を備える電子写真感光体（感光体ドラム）を製造した。
【００６１】
　実施例２
　バインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－１）に代えて、上記参考
例２で得られたポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－２）１００重量部を使用したこと以外
は、実施例１と同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうして得ら
れた塗布液を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層
を備える電子写真感光体を製造した。
【００６２】
　比較例１
　バインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－１）に代えて、下記式（
ＲＵ－３ａ）で示される繰返し単位からなるポリカーボネート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－３；粘
度平均分子量Ｍｖ４９５００）１００重量部を使用したこと以外は、実施例１と同様にし
て、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうして得られた塗布液を使用したこ
と以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層を備える電子写真感光体
を製造した。
【００６３】

【化１０】

【００６４】
　比較例２
　バインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－１）に代えて、下記式（
ＲＵ－４ａ）で示される繰返し単位と下記式（ＲＵ－４ｂ）で示される繰返し単位とを５
０：５０のモル比で含有するポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－４；粘度平均分子量Ｍｖ
４３９００）１００重量部を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、単層型感光層
用の塗布液を調製した。次いで、こうして得られた塗布液を使用したこと以外は、実施例
１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層を備える電子写真感光体を製造した。
【００６５】
【化１１】
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【００６６】
　比較例３
　バインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－１）に代えて、下記式（
ＲＵ－５ａ）で示される繰返し単位と下記式（ＲＵ－５ｂ）で示される繰返し単位とを５
０：５０のモル比で含有するポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－５；粘度平均分子量Ｍｖ
５１２００）１００重量部を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、単層型感光層
用の塗布液を調製した。次いで、こうして得られた塗布液を使用したこと以外は、実施例
１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層を備える電子写真感光体を製造した。
【００６７】
【化１２】

【００６８】
　比較例４
　バインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－１）に代えて、下記式（
ＲＵ－６ａ）で示される繰返し単位と下記式（ＲＵ－６ｂ）で示される繰返し単位とを５
０：５０のモル比で含有するポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－６；粘度平均分子量Ｍｖ
５００００）１００重量部を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、単層型感光層
用の塗布液を調製した。次いで、こうして得られた塗布液を使用したこと以外は、実施例
１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層を備える電子写真感光体を製造した。
【００６９】
【化１３】

【００７０】
　比較例５



(17) JP 4386820 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

　バインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－１）に代えて、下記式（
ＲＵ－７）で示される繰返し単位を有するポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－７；粘度平
均分子量Ｍｖ４９８００）１００重量部を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、
単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうして得られた塗布液を使用したこと以
外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層を備える電子写真感光体を製
造した。なお、下記繰り返し単位（ＲＵ－７）のビスフェノール部分は、特許文献２に記
載の、ビスフェノール部分（Ｂ－１）に相当する。
【００７１】
【化１４】

【００７２】
　比較例６
　バインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－１）に代えて、下記式（
ＲＵ－８ａ）で示される繰返し単位と下記式（ＲＵ－８ｂ）で示される繰返し単位とを５
０：５０のモル比で含有するポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－８；粘度平均分子量Ｍｖ
４９６００）１００重量部を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、単層型感光層
用の塗布液を調製した。次いで、こうして得られた塗布液を使用したこと以外は、実施例
１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層を備える電子写真感光体を製造した。なお
、下記繰り返し単位（ＲＵ－８ａ）および（ＲＵ－８ｂ）のビスフェノール部分は、特許
文献２に記載の、ビスフェノール部分（Ｂ－１７）に相当する。
【００７３】

【化１５】

【００７４】
　＜電子写真感光体の性能評価＞
　上記実施例１～２および比較例１～６で得られた電子写真感光体について、下記（Ｉ）
～（ＩＶ）に示す性能評価を実施した。
　（Ｉ）明電位の測定
　ＧＥＮＴＥＣ社製のドラム感度試験機を用いて、上記実施例１～２および比較例１～６
で得られた電子写真感光体の感度を測定した。測定は、以下の手順に従って実施した。ま
ず、電子写真感光体の表面に印加電圧を加えて、表面電位が＋８５０Ｖとなるように帯電
させた後、ハロゲンランプ（露光光源）の白色光からバンドパスフィルタを用いて取り出
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秒間照射して、電子写真感光体の表面を露光した。こうして、露光開始から０．５秒経過
した時点での表面電位（明電位；単位Ｖ）を測定して、この値を電子写真感光体の感度と
した。明電位の値が小さいほど、電子写真感光体が高感度であることを示している。
【００７５】
　（ＩＩ）正孔輸送剤の溶出量の測定
　上記実施例１～２および比較例１～６で得られた電子写真感光体（感光体ドラム）を、
それぞれ、イソパラフィン系溶剤（エクソン化学社製の商品名「アイソパーＬ」）５００
ｍＬ中に浸漬して、６００時間静置した。次いで、イソパラフィン系溶剤を取り出して、
その吸光度を測定し、あらかじめ作成しておいた検量線に基づいて、イソパラフィン系溶
剤中での正孔輸送剤（ＨＴＭ）の含有量（すなわち、ＨＴＭの溶出量；単位ｇ／ｃｍ3）
を算出した。正孔輸送剤の溶出量が少ないほど、炭化水素系溶剤についての耐溶剤性およ
び湿式現像に使用した場合の耐久性が優れていることを示している。
【００７６】
　（ＩＩＩ）溶剤浸漬後の感度変化
　電子写真感光体として、上記（ＩＩ）の「ＨＴＭの溶出量の測定」に供したものを使用
したこと以外は、上記（Ｉ）に記載の方法と同様にして、電子写真感光体の明電位（単位
Ｖ）を測定した。次いで、各実施例および比較例において、上記（１）で測定された明電
位に対する変化量ΔＶ（単位Ｖ）を算出して、溶剤浸漬後の感度変化を評価した。変化量
ΔＶの絶対値が小さいほど、湿式現像による繰返し使用後の感度変化が小さく、炭化水素
系溶剤についての耐溶剤性および湿式現像に使用した場合の耐久性が優れていることを示
している。
【００７７】
　（ＩＶ）ドラム外観の変化
　上記（ＩＩ）の「ＨＴＭの溶出量の測定」に供した電子写真感光体（感光体ドラム）の
表面状態を目視で観察して、感光層にひび割れなどの損傷（クラック）が生じているか否
かを確認することにより、湿式現像による繰返し使用後の外観変化（炭化水素系溶剤につ
いての耐溶剤性）を評価した。評価の基準は次のとおりである。
Ａ：感光体ドラム表面の損傷（クラック）は観察されなかった。
Ｂ：感光体ドラム表面に、実用上不適切な量の損傷（クラック）が観察された。
Ｃ：感光体ドラム表面に、多数の損傷（クラック）が観察された。
【００７８】
　上記（Ｉ）～（ＩＶ）に示した性能評価の評価結果を、感光層の形成に使用したバイン
ダ樹脂の式番号とともに、表１に示す。
【００７９】
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【表１】

【００８０】
　表１に示す結果より明らかなように、感光層を形成するバインダ樹脂が、上記一般式（
１）で示される繰返し単位を有するポリアリレート樹脂である実施例１および２では、高
い感度を維持しつつ、湿式現像剤中への正孔輸送剤の溶出や、湿式現像による繰返し使用
後の感度低下および感光体ドラムの外観劣化を抑制することができ、炭化水素系溶剤につ
いての耐溶剤性および湿式現像に使用した場合の耐久性を向上させることができた。
【００８１】
　これに対し、感光層を形成するバインダ樹脂が、ポリカーボネート樹脂や、上記一般式
（１）で示される繰返し単位を有していないポリアリレート樹脂である比較例１～６では
、高感度ではあるものの、炭化水素系溶剤中への正孔輸送剤の溶出量が多く、湿式現像に
よる繰返し使用後の感度低下および感光体ドラムの外観劣化が顕著であった。
　＜電子写真感光体の製造＞
　実施例３
　電荷発生剤として、Ｘ型無金属フタロシアニン（ＣＧＭ－１）に代えて、下記式（ＣＧ
Ｍ－２）で示されるチタニルフタロシアニンを４重量部使用したこと以外は、実施例１と
同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうして得られた塗布液を使
用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層を備える電子写
真感光体を製造した。なお、下記式（ＣＧＭ－２）で示されるチタニルフタロシアニンは
、例えば、特許第３４６３０３２号公報の製造例１に記載されている方法に従って作製す
ることができる。
【００８２】
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【化１６】

【００８３】
　実施例４
　電荷発生剤として、Ｘ型無金属フタロシアニン（ＣＧＭ－１）に代えて、下記式（ＣＧ
Ｍ－３）で示されるヒドロキシガリウムフタロシアニンを４重量部使用したこと以外は、
実施例１と同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうして得られた
塗布液を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層を備
える電子写真感光体を製造した。
【００８４】
【化１７】

【００８５】
　実施例５
　電荷発生剤として、Ｘ型無金属フタロシアニン（ＣＧＭ－１）に代えて、下記式（ＣＧ
Ｍ－４）で示されるクロロガリウムフタロシアニンを４重量部使用したこと以外は、実施
例１と同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうして得られた塗布
液を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層を備える
電子写真感光体を製造した。
【００８６】
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【化１８】

【００８７】
　＜電子写真感光体の性能評価＞
　上記実施例３～５で得られた電子写真感光体について、上記（Ｉ）～（ＩＶ）の性能評
価を実施した。評価結果を、感光層の形成に使用した電荷発生剤（ＣＧＭ）の式番号とと
もに、表２に示す。
【００８８】

【表２】

【００８９】
　表２に示す結果より明らかなように、実施例３～５で得られた電子写真感光体は、実施
例１で得られた電子写真感光体と同様に、感光層を形成するバインダ樹脂が上記一般式（
１）で示される繰返し単位を有するポリアリレート樹脂であることから、高い感度を維持
しつつ、湿式現像剤に対する正孔輸送剤の溶出や、湿式現像による繰返し使用後の感度低
下および感光体ドラムの外観劣化を抑制することができ、湿式現像剤に対する耐溶剤性を
向上させることができた。
【００９０】
　＜電子写真感光体の製造＞
　比較例７
　正孔輸送剤として、上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチルベンアミン系化合物に代え
て、下記式（ＨＴＭ－２）で示されるビフェニレンジアミン系化合物を４０重量部使用し
たこと以外は、実施例１と同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こ
うして得られた塗布液を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単
層型感光層を備える電子写真感光体を製造した。下記式（ＨＴＭ－２）で示されるビフェ
ニレンジアミン系化合物（Ｃ７０Ｈ６４Ｎ２）の分子量は９１６．２５である。
【００９１】
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【化１９】

【００９２】
　実施例６
　正孔輸送剤として、上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチルベンアミン系化合物に代え
て、下記式（ＨＴＭ－３）で示されるスチルベンアミン系化合物を４０重量部使用したこ
と以外は、実施例１と同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうし
て得られた塗布液を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型
感光層を備える電子写真感光体を製造した。下記式（ＨＴＭ－３）で示されるスチルベン
アミン系化合物（Ｃ７８Ｈ４０Ｎ２）の分子量は１０４５．５２である。
【００９３】
【化２０】

【００９４】
（式（ＨＴＭ－３）中、ｎ－Ｃ８Ｈ１７は、直鎖状のオクチル基を示す。）
　実施例７
　正孔輸送剤として、上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチルベンアミン系化合物に代え
て、下記式（ＨＴＭ－４）で示されるスチルベンアミン系化合物を４０重量部使用したこ
と以外は、実施例１と同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうし
て得られた塗布液を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型
感光層を備える電子写真感光体を製造した。下記式（ＨＴＭ－４）で示されるスチルベン
アミン系化合物（Ｃ１１７Ｈ９９Ｎ３）の分子量は１５４７．１１である。
【００９５】
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【化２１】

【００９６】
　比較例８
　正孔輸送剤として、上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチルベンアミン系化合物に代え
て、下記式（ＨＴＭ－５）で示されるスチルベンアミン系化合物を４０重量部使用したこ
と以外は、実施例１と同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうし
て得られた塗布液を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型
感光層を備える電子写真感光体を製造した。下記式（ＨＴＭ－５）で示されるスチルベン
アミン系化合物（Ｃ５２Ｈ４８Ｎ２）の分子量は７００．９５である。
【００９７】
【化２２】
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【００９８】
　比較例９
　正孔輸送剤として、上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチルベンアミン系化合物に代え
て、下記式（ＨＴＭ－６）で示されるトリフェニルアミン系化合物を４０重量部使用した
こと以外は、実施例１と同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こう
して得られた塗布液を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層
型感光層を備える電子写真感光体を製造した。下記式（ＨＴＭ－６）で示されるトリフェ
ニルアミン系化合物（Ｃ３４Ｈ２９Ｎ）の分子量は４５１．６０である。
【００９９】
【化２３】

【０１００】
　＜電子写真感光体の性能評価＞
　上記実施例６、７、比較例７～９で得られた電子写真感光体について、上記（Ｉ）～（
ＩＶ）の性能評価を実施した。評価結果を、感光層の形成に使用した正孔輸送剤（ＨＴＭ
）の式番号とともに、表３に示す。
【０１０１】
【表３】

【０１０２】
　表３に示す結果より明らかなように、実施例６、７で得られた電子写真感光体は、実施
例１で得られた電子写真感光体と同様に、感光層を形成するバインダ樹脂が上記一般式（
１）で示される繰返し単位を有するポリアリレート樹脂であることから、高い感度を維持
しつつ、湿式現像剤に対する正孔輸送剤の溶出や、湿式現像による繰返し使用後の感度低
下および感光体ドラムの外観劣化を抑制することができ、湿式現像剤に対する耐溶剤性を
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向上させることができた。
【０１０３】
　また、正孔輸送剤として、上記一般式（ｈ１）または上記一般式（ｈ２）で示される部
位を有する、分子量が９００以上であるものを使用した実施例１、６、７と、上記一般式
（ｈ１）または上記一般式（ｈ２）で示される部位を有しないものを使用した比較例７、
および上記一般式（ｈ１）または上記一般式（ｈ２）で示される部位を有するものの、分
子量が９００未満であるものを使用した比較例８、９と、の対比より明らかなように、実
施例１、６、７の場合には、湿式現像剤に対する正孔輸送剤の溶出量をより一層低減する
ことができた。
【０１０４】
　＜電子写真感光体の製造＞
　実施例８
　電子輸送剤として、上記式（ＥＴＭ－１）で示されるナフトキノン系化合物に代えて、
下記式（ＥＴＭ－２）で示されるナフトキノン系化合物を５０重量部使用したこと以外は
、実施例１と同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうして得られ
た塗布液を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層を
備える電子写真感光体を製造した。下記式（ＥＴＭ－２）で示されるナフトキノン系化合
物（Ｃ４２Ｈ３０Ｏ１０）の分子量は７１８．７２である。
【０１０５】
【化２４】

【０１０６】
　実施例９
　電子輸送剤として、上記式（ＥＴＭ－１）で示されるナフトキノン系化合物に代えて、
下記式（ＥＴＭ－３）で示されるナフトキノン系化合物を５０重量部使用したこと以外は
、実施例１と同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうして得られ
た塗布液を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層を
備える電子写真感光体を製造した。下記式（ＥＴＭ－３）で示されるナフトキノン系化合
物（Ｃ２４Ｈ１６Ｏ４）の分子量は３６８．３８である。
【０１０７】
【化２５】

【０１０８】
　実施例１０
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　電子輸送剤として、上記式（ＥＴＭ－１）で示されるナフトキノン系化合物に代えて、
下記式（ＥＴＭ－４）で示されるジフェノキノン系化合物を５０重量部使用したこと以外
は、実施例１と同様にして、単層型感光層用の塗布液を調製した。次いで、こうして得ら
れた塗布液を使用したこと以外は、実施例１と同様にして、膜厚２０μｍの単層型感光層
を備える電子写真感光体を製造した。下記式（ＥＴＭ－４）で示されるジフェノキノン系
化合物（Ｃ２２Ｈ２８Ｏ２）の分子量は３２４．４６である。
【０１０９】
【化２６】

【０１１０】
　＜電子写真感光体の性能評価＞
　上記実施例８～１０で得られた電子写真感光体について、上記（Ｉ）～（ＩＶ）の性能
評価を実施した。評価結果を、感光層の形成に使用した電子輸送剤（ＥＴＭ）の式番号と
ともに、表４に示す。
【０１１１】

【表４】

【０１１２】
　表４に示す結果より明らかなように、実施例８～１０で得られた電子写真感光体は、実
施例１で得られた電子写真感光体と同様に、感光層を形成するバインダ樹脂が上記一般式
（１）で示される繰返し単位を有するポリアリレート樹脂であることから、高い感度を維
持しつつ、湿式現像剤に対する正孔輸送剤の溶出や、湿式現像による繰返し使用後の感度
低下および感光体ドラムの外観劣化を抑制することができ、湿式現像剤に対する耐溶剤性
を向上させることができた。
【０１１３】
　また、電子輸送剤として、分子量が６００以上であるものを使用した実施例１および８
と、分子量が６００未満であるものを使用した実施例９および１０との対比より明らかな
ように、電子輸送剤の分子量が６００以上であるものを使用することにより、湿式現像剤
に対する正孔輸送剤の溶出量をより一層低減することができた。これは、通常、電子輸送
剤の分子量が６００を下回るときは、湿式現像剤に対する電子輸送剤の溶出が比較的生じ
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易くなる傾向があり、かつ、一般に、電子輸送剤は同一の感光層に存在する正孔輸送剤と
ともに溶出する傾向があるところ、電子輸送剤の分子量が６００以上であるときは、湿式
現像剤に対する電子輸送剤の溶出が生じにくくなることから、併せて、正孔輸送剤の溶出
をも抑制できることに起因すると想定される。
【０１１４】
　＜電子写真感光体の製造＞
　実施例１１
電荷発生剤として上記式（ＣＧＭ－１）で示されるチタニルフタロシアニンを１重量部、
バインダ樹脂としてポリビニルブチラール（積水化学工業（株）製の商品名「エスレック
ＢＭ－１」）を１重量部、および、溶媒としてジアセトンアルコールを５０重量部配合し
て、ボールミルで分散、溶解させることにより、電荷発生層用の塗布液を調製した。
【０１１５】
　一方、正孔輸送剤として上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチルベンアミン系化合物を
６０重量部、バインダ樹脂として上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－１）を１００重
量部、レベリング剤としてジメチルシリコーンオイル（上記「ＫＦ－９６－５０ＣＳ」）
を０．１重量部、および、溶媒としてテトラヒドロフランを７００重量部配合して、超音
波分散機で混合、分散することにより、電荷輸送層用の塗布液を調製した。
【０１１６】
　導電性基体としての、表面に鏡面切削加工が施されたアルマイト鋼製の管（直径３０ｍ
ｍ、長さ２５４ｍｍ）の表面に、ディッピング法によって上記電荷発生層用塗布液を塗布
し、７０℃で１０分間加熱乾燥することにより、膜厚０．３μｍの電荷発生層を形成した
。次いで、こうして得られた電荷発生層の表面に、ディッピング法によって上記電荷輸送
層用塗布液を塗布して、１３０℃で３０分間加熱乾燥することにより、膜厚２５μｍの電
荷輸送層を形成した。こうして、導電性基体上に、上記電荷発生層と上記電荷輸送層をこ
の順で積層してなる積層型感光層を備えた電子写真感光体（感光体ドラム）を製造した。
【０１１７】
　実施例１２
　電荷輸送層形成用塗布液のバインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ
－１）に代えて、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－２）を１００重量部使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施例
１１で使用したのと同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と膜
厚２５μｍの電荷輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１１８】
　比較例１０
　電荷輸送層形成用塗布液のバインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ
－１）に代えて、上記ポリカーボネート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－３）を１００重量部使用した
こと以外は、実施例１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施
例１１で使用したのと同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用した
こと以外は、実施例１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と
膜厚２５μｍの電荷輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１１９】
　比較例１１
　電荷輸送層形成用塗布液のバインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ
－１）に代えて、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－４）を１００重量部使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施例
１１で使用したのと同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と膜
厚２５μｍの電荷輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１２０】
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　比較例１２
　電荷輸送層形成用塗布液のバインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ
－１）に代えて、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－５）を１００重量部使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施例
１１で使用したのと同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と膜
厚２５μｍの電荷輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１２１】
　比較例１３
　電荷輸送層形成用塗布液のバインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ
－１）に代えて、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－６）を１００重量部使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施例
１１で使用したのと同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と膜
厚２５μｍの電荷輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１２２】
　比較例１４
　電荷輸送層形成用塗布液のバインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ
－１）に代えて、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－７）を１００重量部使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施例
１１で使用したのと同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と膜
厚２５μｍの電荷輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１２３】
　比較例１５
　電荷輸送層形成用塗布液のバインダ樹脂として、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ
－１）に代えて、上記ポリアリレート樹脂（Ｒｅｓｉｎ－８）を１００重量部使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施例
１１で使用したのと同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用したこ
と以外は、実施例１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と膜
厚２５μｍの電荷輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１２４】
　＜電子写真感光体の性能評価＞
　上記実施例１１、１２および比較例１０～１５で得られた電子写真感光体について、上
記（Ｉ）～（ＩＶ）に示した性能評価を実施した。評価結果を、感光層の形成に使用した
電荷発生剤（ＣＧＭ）の式番号とともに、表５に示す。
【０１２５】
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【表５】

【０１２６】
　表５に示す結果より明らかなように、感光層を形成するバインダ樹脂が、上記一般式（
１）で示される繰返し単位を有するポリアリレート樹脂である実施例１１および１２では
、高い感度を維持しつつ、湿式現像剤に対する正孔輸送剤の溶出や、湿式現像による繰返
し使用後の感度低下および感光体ドラムの外観劣化を抑制することができ、湿式現像剤に
対する耐溶剤性を向上させることができた。
【０１２７】
　これに対し、感光層を形成するバインダ樹脂が、ポリカーボネート樹脂や、上記一般式
（１）で示される繰返し単位を有していないポリアリレート樹脂である比較例１０～１５
では、高感度ではあるものの、湿式現像剤に対する正孔輸送剤の溶出量が多く、湿式現像
による繰返し使用後の感度低下および感光体ドラムの外観劣化が顕著であった。
　＜電子写真感光体の製造＞
　比較例１６
　電荷輸送層形成用塗布液の正孔輸送剤として、上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチル
ベンアミン系化合物に代えて、上記式（ＨＴＭ－２）で示されるビフェニレンジアミン系
化合物（Ｃ７０Ｈ６４Ｎ２Ｃ；分子量９１６．２５）を４０重量部使用したこと以外は、
実施例１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施例１１で使用
したのと同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用したこと以外は、
実施例１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と膜厚２５μｍ
の電荷輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１２８】
　実施例１３
　電荷輸送層形成用塗布液の正孔輸送剤として、上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチル
ベンアミン系化合物に代えて、上記式（ＨＴＭ－３）で示されるスチルベンアミン系化合
物（Ｃ７８Ｈ４０Ｎ２；分子量１０４５．５２）を４０重量部使用したこと以外は、実施
例１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施例１１で使用した
のと同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用したこと以外は、実施
例１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と膜厚２５μｍの電
荷輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１２９】
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　実施例１４
　電荷輸送層形成用塗布液の正孔輸送剤として、上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチル
ベンアミン系化合物に代えて、上記式（ＨＴＭ－４）で示されるスチルベンアミン系化合
物（Ｃ１１７Ｈ９９Ｎ３；分子量１５４７．１１）を４０重量部使用したこと以外は、実
施例１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施例１１で使用し
たのと同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用したこと以外は、実
施例１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と膜厚２５μｍの
電荷輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１３０】
　比較例１７
　電荷輸送層形成用塗布液の正孔輸送剤として、上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチル
ベンアミン系化合物に代えて、上記式（ＨＴＭ－５）で示されるスチルベンアミン系化合
物（Ｃ５２Ｈ４８Ｎ２；分子量７００．９５）を４０重量部使用したこと以外は、実施例
１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施例１１で使用したの
と同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用したこと以外は、実施例
１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と膜厚２５μｍの電荷
輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１３１】
　比較例１８
　電荷輸送層形成用塗布液の正孔輸送剤として、上記式（ＨＴＭ－１）で示されるスチル
ベンアミン系化合物に代えて、上記式（ＨＴＭ－６）で示されるトリフェニルアミン系化
合物（Ｃ３４Ｈ２９Ｎ；分子量４５１．６０）を４０重量部使用したこと以外は、実施例
１１と同様にして、電荷輸送層用の塗布液を調製した。次いで、実施例１１で使用したの
と同じ電荷発生層用塗布液と、上記電荷輸送層用塗布液とを使用したこと以外は、実施例
１１と同様にして、導電性基体上に、膜厚０．３μｍの電荷発生層と膜厚２５μｍの電荷
輸送層とをこの順で積層してなる電子写真感光体を製造した。
【０１３２】
　＜電子写真感光体の性能評価＞
　上記実施例１３、１４、比較例１６～１８で得られた電子写真感光体について、上記（
Ｉ）～（ＩＶ）の性能評価を実施した。評価結果を、感光層の形成に使用した正孔輸送剤
（ＨＴＭ）の式番号とともに、表６に示す。
【０１３３】
【表６】

【０１３４】
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　表６に示すように、実施例１３、１４で得られた電子写真感光体は、実施例１１で得ら
れた電子写真感光体と同様に、最外層である電荷輸送層を形成するバインダ樹脂が上記一
般式（１）で示される繰返し単位を有するポリアリレート樹脂であることから、高い感度
を維持しつつ、湿式現像剤に対する正孔輸送剤の溶出や、湿式現像による繰返し使用後の
感度低下および感光体ドラムの外観劣化を抑制することができ、湿式現像剤に対する耐溶
剤性を向上させることができた。
【０１３５】
　また、正孔輸送剤として、上記一般式（ｈ１）または上記一般式（ｈ２）で示される部
位を有する、分子量が９００以上であるものを使用した実施例１１、１３、１４と、上記
一般式（ｈ１）または上記一般式（ｈ２）で示される部位を有しないものを使用した比較
例１６、および上記一般式（ｈ１）または上記一般式（ｈ２）で示される部位を有するも
のの、分子量が９００未満であるものを使用した比較例１７、１８と、の対比より明らか
なように、実施例１１、１３、１４の場合には、湿式現像剤に対する正孔輸送剤の溶出量
をより一層低減することができた。
【０１３６】
　本発明は、以上の記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載した事項の範
囲において、種々の設計変更を施すことが可能である。
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